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１．はじめに 

 現在，わが国では，高度経済成長期に大量に橋梁を建設したため，更新時期を同時に迎え，維持管理対策や

長寿命化対策といった施策が進められている．さらに，国土交通省が 5 年に一度の近接目視点検を義務付けて

いるが，技術者不足などの問題があり，点検時に必要なデータに効率的にアクセスすることが重要である．ま

た，近年では，ICT 分野の利活用が進められており，バーチャルリアリティ学では AR(Augmented Reality)とい

った技術が開発されている．さて，一般的に，橋梁点検時に必要なデータとしては，基本緒元データ，点検履

歴，補修・補強履歴データがある．これらのデータは近年では，電子データとして普及しており，今後ますま

すデータ量が増えることが予想される．しかし，CIM 導入により，3 次元モデルを用いることが進められてい

るが，このような電子データを橋梁点検時に活用する技術は確立されていない．この方法の一つの解決策とし

ては，近年，普及している AR 技術の活用が考えられる． 

そこで，本研究では，橋梁カードによる AR 技術を活用して効率的で親和性の高い維持管理支援システムを

開発し，橋梁目視点検時に活用する方法を提案する． 

 

２．橋梁カードによる点検支援ステムの概要 

2．1 橋梁点検支援システムでの AR 活用方法の考え方 

橋梁点検を実施するにあたり必要な情報としては，橋梁の基本諸元をはじめ点検履歴などがある．これらのデー

タを確認しながら点検作業を行うことを想定すると，スマートフォンかタブレットによって点検情報に容易にアク

セスできることが重要となる．そこで，橋梁カードによる AR を用いたアクセスを提案する．橋梁カードを利用す

ることで，橋梁カードから橋名や形式や外観の写真といったものがすぐに確認できる． 

 

2．2 AR 技術について 

 AR とは，Augmented Reality の略で，日本語で拡張現実という．この技術は，Reality（現実感）の表現方法の一つ

である． AR は，実環境にコンピュータによって創り出す映像や音声を重ね合わす技術である．本研究では，スマ

ホ等を前提とし，橋梁現場で容易に基本諸元を確認できることなどからビジョンベース AR のマーカ型を採用する． 

 

2．3 本システムの目的と開発環境 

本研究のシステムの目的は，橋梁の維持管理において点検業務の効率化を目標とする．主な利用対象は，目視点

検技術者である．また，本システムの利用方法は，現場でも容易に利用できるように，橋梁カードを AR マーカと

して，スマホのカメラ機能でかざすことによりデータが表示されるものである．そのため，事前に橋梁カードの作

成と AR マーカーとしての登録が必要になる．本システムの開発環境としては，Unity1)，Vuforia2), 3)，Android Studio4)

を用いた．また，検証に利用した端末は Nexus 5（Google 社製），Android バージョンは 6.0.1 である． 

 

３. 本システムの構築及び検討事項 

本システムは橋梁の基本諸元データや点検履歴などのデータが必要である．次に，橋梁の全形を映した写真

などから橋梁カードを作成する．ここで，作成した橋梁カードを用いて Vuforia に AR マーカとして登録を行

う．その後，Unity により AR を実現する．Android Studio と Unity を利用してアプリとしてスマホに登録

する． 橋梁カードの作成には，汎用的な画像編集ソフトを利用した． また，一般社団法人日本橋梁建設協会
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『HYBRIDGE CARD』4)は，「47 都道

府県からセレクトした橋の写真カード

にトランプ，カルタとしても遊べる」

ように作成されているが，本研究の橋

梁カードとして非常に有効である．そ

こで，橋梁カードとして Vuforia に登

録する際に表示される，橋梁カードの

認識率に関する検討を行う． 

 

４． 認識率の考察 

図-1(b)から認識率(Rating)が高くな

るにつれて，輝度値の平均値が高くなる

ことがわかる．これから，比較的明るい

色合いのカードを作成した方が認識率

が高くなる傾向がある． これは，輝度値

の 0 から 255 が，まんべんなく出現して

いることを意味する．つまり，いろいろ

な色が使われている方が，認識率が高い傾向になる． 認識率を向上するためには，コントラストを高くすることで

評価を上げることができる．ここで，橋梁カードの作成の特徴としては，一度認識率の高いカードをデザインする

と，それと同様なデザイン（形式）で同様な手順で作成すると，認識率に大きな差はなかった．また，評価を上げ

るための工夫としては，「黒枠の線」で囲ったり，「文字情報」を追加したりすると，認識率を 2 から 4 まで向上で

きた．以上から認識率が低い場合には，デザインを工夫することで改善できる． 

 

５．まとめ 

本研究により得られた知見を以下にまとめる． 

(1) 橋梁の点検の効率化を目的として，橋梁カードによる AR を用いた点検支援システムの開発し，橋梁目視

点検時に活用する方法を提案した． 

(2) 橋梁カードとしては作成した橋梁カードと「HYBRIDGE CARD」を用いた．また，カードのコントラスト

を高くすることによって Vuforia の画像認識評価が向上することが分かった． 
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図 1 作成した橋梁カードと認識率(Rating)および輝度値の統計情報 

（a）橋梁カードとその識別率

高い低い
Rating

（b）橋梁カードの輝度値の平均

Rating
高い低い

（c）橋梁カードの輝度値の標準偏差

0

20

40

60

80

100

120

140

160

0 1 2 3 4 5 6

輝
度
値
の
平

均

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0 1 2 3 4 5 6

輝
度
値

の
標

準
偏

差

No 橋梁カード Rating

1 4

2 4

3 2

土木学会東北支部技術研究発表会（平成30年度）


